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農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
促
進
に
関
す
る
基
本
指
針

（
平
成
二
十
七
年
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
五
十
六
号
）

本
指
針
は
、
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
七
十
八
号
。
以
下
「
法

」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
促
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
指

針
と
し
て
、
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
促
進
に
関

す
る
基
本
方
針
及
び
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
市
町
村
が
作
成
す
る
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
促
進
に

関
す
る
計
画
の
指
針
と
な
る
べ
き
も
の
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

第
一

農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
促
進
の
意
義
及
び
目
標
に
関
す
る
事
項

一

農
業
は
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
自
然
環
境
の
保
全
、
良
好
な
景
観
の
形
成
、
文
化
の
伝
承
等
農
村
で
農
業
生

か
ん

産
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
食
料
そ
の
他
の
農
産
物
の
供
給
の
機
能
以
外
の
多
面
に
わ
た
る
機
能
（
以
下
「

農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
」
と
い
う
。
）
を
有
し
て
い
る
。

農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
は
、
そ
の
発
揮
に
よ
り
国
民
に
多
く
の
恵
沢
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
将
来
に
わ
た
っ

て
国
民
が
そ
の
恵
沢
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
発
揮
に
必
要
な
農
用
地
（
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
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農
用
地
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
農
業
用
水
路
、
農
業
用
道
路
等
（
以
下
「
農
業
資
源
」
と
い
う
。
）
の
維
持
・
管
理

を
的
確
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

二

し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
の
農
村
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
、
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
に

支
障
が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
我
が
国
の
農
村
の
自
然
環
境
は
、
農
業
生
産
活
動
が
営
ま
れ
る
中
で

形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
保
全
を
進
め
る
た
め
、
我
が
国
の
農
業
生
産
の
在
り
方
を
環
境
保
全
を
重
視
し
た

も
の
に
転
換
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

過
疎
化
・
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
集
落
機
能
の
低
下
等
に
よ
る
、
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
必
要
な
地

(一)
域
が
共
同
で
行
う
農
業
資
源
の
管
理
活
動
（
以
下
「
共
同
活
動
」
と
い
う
。
）
の
低
迷

地
勢
等
の
地
理
的
条
件
が
悪
く
、
農
業
の
生
産
条
件
が
不
利
な
中
山
間
地
域
等
に
お
け
る
、
農
業
の
有
す
る
多
面
的

(二)
機
能
の
発
揮
の
前
提
と
な
る
農
業
生
産
活
動
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
増
加

三

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
を
促
進
す
る
た
め
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
、

多
面
的
機
能
支
払
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
及
び
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
か
ら
な
る
日
本
型
直
接
支
払
を
創
設
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
支
払
の
対
象
と
な
る
農
業
者
団
体
等
に
よ
る
各
種
の
取
組
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
は
、
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農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
現
在
及
び
将
来
に
お
け
る
適
切
な
発
揮
を
期
す
る
上
で
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ

る
。

四

ま
た
、
こ
う
し
た
農
業
者
団
体
等
が
行
う
取
組
を
促
進
す
る
こ
と
は
、
農
地
の
集
積
に
伴
い
増
大
す
る
農
業
用
水
路
や

農
業
用
道
路
等
の
保
全
・
補
修
に
係
る
担
い
手
の
負
担
を
軽
減
し
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
に
必
要
な
環
境
を
整
備
し
、

農
業
の
構
造
改
革
を
後
押
し
す
る
と
い
う
効
果
を
有
し
て
い
る
。

五

以
上
を
踏
ま
え
、
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
促
進
の
目
標
は
、
農
業
者
団
体
等
が
行
う
取
組
を
促
進
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
を
適
切
に
発
揮
し
、
将
来
に
わ
た
り
国
民
が
そ
の
恵
沢
を
享
受
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
二

多
面
的
機
能
発
揮
促
進
事
業
の
実
施
を
推
進
す
べ
き
区
域
の
設
定
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

一

農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
は
、
農
業
資
源
が
地
理
的
な
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
適
切
な
状
態
で
維
持
・
管
理
さ
れ
、
か

つ
、
そ
こ
で
農
業
生
産
活
動
が
営
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
効
果
的
に
発
揮
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
法

第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
促
進
計
画
（
以
下
「
促
進
計
画
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
そ
の
区
域
を
定
め
、
農
業
者
団

体
等
が
行
う
取
組
を
促
進
す
る
区
域
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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二

区
域
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
多
面
的
機
能
発
揮
促
進
事
業
が
、
農
用
地
の
保
全
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、

農
業
の
構
造
改
革
を
後
押
し
す
る
効
果
を
有
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域
の
農
業
の
振
興
に
資
す
る
よ
う
、
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
そ
の
他
地
域
の
農
業
の
振
興
に
関
す
る
計
画
と
の
調
和
を
保
つ
も
の
と
す
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
促
進
計
画
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法

律
第
五
十
八
号
）
第
八
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
農
用
地
区
域
内
に
存
す
る
農
用
地
や
、
生
産
緑
地
法
（
昭
和
四
十

九
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
の
生
産
緑
地
地
区
内
に
存
す
る
農
用
地
な
ど
を
中
心
と
し
て
、
地
域
ご
と
の
自

然
的
条
件
や
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
営
農
の
特
徴
に
鑑
み
、
市
町
村
が
農
業
者
団
体
等
が
行
う
取
組
を
促
進
す
べ
き
と
考

え
る
区
域
を
各
市
町
村
の
実
情
に
応
じ
的
確
に
促
進
計
画
の
区
域
と
し
て
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

三

な
お
、
法
第
六
条
第
二
項
第
四
号
の
特
に
重
点
的
に
多
面
的
機
能
発
揮
促
進
事
業
の
実
施
を
推
進
す
る
区
域
（
以
下
「

重
点
区
域
」
と
い
う
。
）
を
促
進
計
画
に
定
め
る
場
合
に
は
、
当
該
区
域
内
の
土
地
は
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
第
十
三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
ほ
か
、
多
面
的
機
能
発
揮
促
進
事
業
の
実
施
期
間
が
満

了
し
て
い
る
場
合
に
限
っ
て
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
当
該
事
業
の
実
施
期
間
中
は
同
法
第
三
条

に
規
定
す
る
農
用
地
等
を
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
で
指
定
さ
れ
た
用
途
以
外
に
利
用
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
る
。
こ
の
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た
め
、
市
町
村
は
、
促
進
計
画
に
お
い
て
重
点
区
域
を
定
め
る
場
合
に
は
、
当
該
重
点
区
域
内
の
土
地
の
権
利
者
の
意
向

、
都
市
計
画
そ
の
他
の
土
地
利
用
計
画
と
の
調
和
な
ど
、
幅
広
い
観
点
か
ら
十
分
に
検
討
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ

と
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三

多
面
的
機
能
発
揮
促
進
事
業
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

一

法
第
三
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
事
業
（
以
下
「
一
号
事
業
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

一
号
事
業
は
、
農
業
用
用
排
水
施
設
、
農
業
用
道
路
そ
の
他
農
用
地
の
保
全
又
は
利
用
上
必
要
な
施
設
の
管
理
に
関
す

る
事
業
を
い
い
、
農
業
者
等
に
よ
る
地
域
的
な
共
同
活
動
と
し
て
行
わ
れ
る
泥
上
げ
、
草
刈
り
等
の
取
組
を
組
織
的
・
計

画
的
に
行
い
、
将
来
に
わ
た
っ
て
当
該
施
設
の
維
持
そ
の
他
の
主
と
し
て
当
該
施
設
の
機
能
の
保
持
を
図
る
こ
と
又
は
当

該
施
設
の
改
良
そ
の
他
の
主
と
し
て
当
該
施
設
の
機
能
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
で
あ
る
。

農
業
者
団
体
等
は
、
一
号
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
法
第
七
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
み
で
な

く
、
共
同
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
農
業
者
団
体
等
の
構
成
員
の
間
で
合
意
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
事
業
計

画
の
認
定
の
申
請
に
先
立
ち
、
原
則
と
し
て
五
年
間
を
期
間
と
す
る
活
動
の
実
施
時
期
等
の
計
画
を
定
め
る
文
書
（
以
下

「
活
動
計
画
書
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
当
該
活
動
計
画
書
に
即
し
て
事
業
計
画
を
定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
。

二

法
第
三
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
事
業
（
以
下
「
二
号
事
業
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
基
本
的
事
項

二
号
事
業
は
、
中
山
間
地
域
等
に
お
け
る
農
業
生
産
活
動
の
継
続
的
な
実
施
を
推
進
す
る
事
業
を
い
い
、
中
山
間
地
域

等
の
地
勢
等
の
地
理
的
条
件
が
悪
く
、
農
業
の
生
産
条
件
が
不
利
な
地
域
に
お
け
る
農
業
生
産
活
動
の
継
続
的
な
実
施
を

推
進
す
る
事
業
で
あ
る
。

農
業
者
団
体
等
は
、
二
号
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
事
業
計
画
の
認
定
の
申
請
に
先
立
ち
、
農
業
生
産

活
動
を
行
う
地
域
の
関
係
者
の
間
で
、
実
施
期
間
を
五
年
間
と
す
る
農
業
生
産
活
動
の
継
続
的
な
実
施
に
関
す
る
実
施
体

制
等
を
定
め
る
協
定
を
文
書
で
締
結
し
、
当
該
文
書
に
即
し
て
事
業
計
画
を
定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三

法
第
三
条
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
事
業
（
以
下
「
三
号
事
業
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
基
本
的
事
項

三
号
事
業
は
、
自
然
環
境
の
保
全
に
資
す
る
農
業
の
生
産
方
式
を
導
入
し
た
農
業
生
産
活
動
の
実
施
を
推
進
す
る
事
業

を
い
い
、
自
然
環
境
の
保
全
に
資
す
る
農
業
生
産
活
動
の
実
施
を
推
進
し
、
そ
の
普
及
・
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
事
業
で
あ
る
。

農
業
者
団
体
等
は
、
三
号
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
農
業
者
団
体
等
の
構
成
員
の
間
で
地
域
の
実
態
に
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即
し
た
自
然
環
境
の
保
全
に
資
す
る
農
業
生
産
活
動
の
普
及
に
向
け
た
合
意
形
成
を
図
り
、
事
業
計
画
の
認
定
の
申
請
に

先
立
ち
、
原
則
と
し
て
五
年
間
を
期
間
と
す
る
営
農
活
動
の
実
施
時
期
等
の
計
画
を
定
め
る
文
書
（
以
下
「
営
農
活
動
計

画
書
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
当
該
営
農
活
動
計
画
書
に
即
し
て
事
業
計
画
を
定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

農
林
水
産
大
臣
は
、
法
第
三
条
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
「
自
然
環
境
の
保
全
に
資
す
る
農
業
の
生
産
方
式
」
に
用

い
る
農
業
に
関
す
る
技
術
を
定
め
又
は
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
環
境
大
臣
と
協
議
す
る
も

の
と
す
る
。
協
議
の
際
、
環
境
大
臣
は
、
環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
農
林
水
産
大

臣
に
対
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

そ
の
他

国
は
、
法
に
基
づ
く
施
策
が
計
画
的
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
そ
の
点
検
及
び
効
果
の
評
価
を
行
う
た
め
の

第
三
者
機
関
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
都
道
府
県
段
階
に
お
い
て
も
第
三
者
委
員
会
を
設
置
し
、
都
道
府
県
内
に
お
け
る
法

に
基
づ
く
施
策
の
点
検
及
び
効
果
の
評
価
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四

そ
の
他
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
促
進
に
関
す
る
重
要
事
項

一

推
進
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
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農
業
者
団
体
等
が
行
う
取
組
の
効
果
的
な
促
進
を
図
る
た
め
に
は
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
、
農
業
者
団
体
等
に
対
し

、
地
域
環
境
や
営
農
の
状
況
、
取
組
の
実
態
等
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
指
導
・
助
言
等
の
支
援
が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

効
率
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
農
業
団
体
等
多
様
な
主
体
が
参
画
し
、
総
合
的
な
観
点
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
等
に
お
け
る
支
援
の
知
見
や
推
進
体
制
の
活
用
等
に
よ
る
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
た
支
援
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
推
進
体
制
を
各
都
道
府
県
に
お
い
て
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

二

国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
農
業
者
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
間
で
の
連
携
に
関
す
る
事
項

国
は
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
農
業
者
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
間
で
の
情
報
共
有
や
定
期
的
な
意
見
交
換
そ
の
他
の
取

組
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
そ
の
連
携
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。


